
〈LIND>の サ ジ ェ ス トペ デ ィア

川 口 義 一

木稿 は,去 る3月9日 か ら12日 まで の三 日間,東 京 で行 わ れ た サ ジ ェス

トペ デ ィア の ワー クシ ョ ップ につ い て の報 告 で あ る。 この ワ ー ク シ ョ ップ

は,東 京 ゲ ー テ 。イ ンス テ ィチ ュー トと産 業 能 率 大 学 サ ジ ェス トペ デ ィア

研 究 室 が 企 画 した もの で,講 師 は,くLIND>の 所 長 で あ る チ ャー ル ズ ・シ

ュ ミッ ト(CharIesSCHMID,Ph.D,)で あ った 。 シ ュ ミッ ト博 士 は,ニ

ュー ヨ ー ク大 学 ・テ キ サ ス大 学 で の 教歴 を持 つ 教 育 心 理 学 者 で,ア メ リカ

に おけ るサ ジ ェス トペ デ ィア 教 育 の学 術 団 体,くSA乖 丁>(theSocietyfor

AccelerativeLeamingandTeaching)の 会 長 も務 め た こ との あ る,サ

ジ ェス トペ デ ィア研 究 の 専 門 家 で あ る。 博 士 は,1976年 に"LeamingIn

NewDimension"と い う研 究 所(在 サ ンフ ラ ンシス コ)を 創設,以 来世

界 各地 で サ ジ ェス ト尽 デ ィア を 中心 に した 教 授 法 に つ い て の諄 演 や ワー ク

シ ョ ップを 行 っ て きて い る 。目くLIND>と い うのは,こ の 研究 所 の 略 称 で あ

石 。 くLIND〉 は,語 学 教 師 の 訓 練講 座 も持 って い るが,去 る7月2日 に語

研 の教 授 法 研 究 会 で講 演 され た 田 口広吉 氏 は,こ の 訓 練講 座 の終 了生 な の

で あ る。

今 回 の ワ ー クシ ョ ップは,3月9日 の デ モ ンス トレー シ ョ ン ・レ クチ ャ

{と ,同10日 か ら12日 まで の教 師訓 練 講 座 か ら成 る もので,前 者 は上 智 大

学 図 書 館,後 者 は ゲ ー テ ・イ ンス テ ィチ ュー トの ドイ ツ交 化 会 館 で,そ れ

ぞ れ,行 わ れ た 。私 の参 加 した の は前 者 のほ うで あ った。9日 の 午 前10時

か ら午 後6時 まで 行わ れ た,こ の ワー クシ ョ ップで は,〈LIND〉 の教 授法

の基 本 概 念 と な る,"Suggestopedia","Neuro-LinguisticProg∫am・
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ming",``HolisticLeaming"な どの術 語 の説 明 と と もに,〈LIND>の

モ デ ル授 業(対 象 言語 は ドイ ツ語)の 骨 格 が 紹 介 され た 。 本 稿 で は,主 に

モ デル 授 業 の テ ク ニカル な面 を 中心k報 告 す る。"Suggesとopedia"に つ

い ては 本 稿 末 の参 考 交 献(か く3)を,そ の 他 の術 語 に つ い て は 同参 考 文 献(4),

(5)を参 照 され た い。

〈LIND>の 授 業 構 成 は,サ ジ ェス トペ デ ィア の 基 本 的 要素 をす べ て備 え

てい る。 そ れ は,す なわ ち,「 導 入」 「二 つ の π ンサ ー ト」 尉 よび 「練 習 」

で あ る。 そ れ ぞ れ に つ い て 以 下 に簡 単 に説 明す る。(各 項 目に つ い て の 詳

細 は,参 考 文 献(1〉一〈3〉参 照)

1)導 入(prelude!decσdlng… 参 考 交 献(1)の 〈decoding>に あ た る):

新 しい 学 習項 目の導 入 。 音声 ・ジ ェス チ ャー ・イ ラ不 ト ・身 体 言 語

・イ ン トネ ー シ ョンを活 用 す る。 後 述 す るが,〈LIND>で は ,こ の段

階 でTPR(TDtalPhysicalResponse)の テ クニ ッ クを 使 うの が 特

微 で あ る。

2)第 一 コ ンサ ー ト(concertOn6… 参 考 文 献(1〉の 〈activecOncert〉

に あ た る):

音 楽 を バ ックに し七,教 師が 教 材 を 読 み,学 習 者 は 教 材 を見 な が ら

そ の 朗 読 を 聞 く。 教 師 の読 み方 は,言 語 そ の もの の では な くて,音 楽

の ア ー テ ィキ ュ レー シ ョ γに あわ せ る。 音 楽 は,古 典 派 あ る い は初 期

ロマ ン派p下 って もチ ャィ コフス キ ー まで 。

3)第 ニ コ ンサ ー ト(concerttwo… 参 考 文 献(1)の 〈Passiveconcert>

に あ た る)1

音 楽 を バ ックに して,教 師 が教 材を 読 む 。 学 習 者は 目を 閉 じて,そ

の 朗 読 を 聞 く。 こ こで は,教 師 の読 み 方 は,言 語 そ のも め の ア ー テ ィ

キ ュ レー シ ョンに あわ せ て行 う。 音 楽 ぱ,バ ・ ッ クの もの 。

4)練 習(a亡tivation!61aboration… 参考 文献(1〉の 〈daboration>に あ

た る)=
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会 話 ・ゲ ー ム ・寸 劇 ・間題 解 決 の プ ・セ ス ・想 像 力 活 用練 習 な どの

練 習 形式 を通 じて学 習 項 目を応 用 した練 習を 行 う。

<LIND>で は,r導 入 」 に授 業 時 間 の3%,r第 一 コ シ サ ー ト」 に3%,

r第 ニ コ ンサ ー ト」 に4%,残 りの90%が 「練習 」 に,そ れ ぞ れ,使 わ れ

るの が 標 準 との こ とで あ る。 た だ し,「 練 習」 は 翌 日に ま わ して も よ い 。

した が っ て,こ こで 言 うr授 業 時 間」 は,一 課 分 の全 授 業 時 間 の総 合 と考

え て よい よ うで あ る。 これ らの,授 業 構 成 の骨組 み に な る 要 素 の ほ か,

〈LIND>で は,リ ラ ッ ク スの た め のr瞑 想 法 」練 習,学 習 者 自身 の 自己 イ

メ ー ジを 肯 定 的 な もの に す るた め のr変 身 」(参 考 文 献(1)p.98参 照)な

ど,サ ジ ェス トペ デ ィア の基 本 的 要素 が授 業 の中 に組 み 込 まれ い て る。

教 師 に 対 す る教 授上 の ア ドバ イ ス の 中 に も,サ ジ ェス トペ デ ィア の特 色

が 出 て い る もの が 多い 。 配 布 され た資 料 か ら若 干 引用 して み る と,次 の よ

うに な る。

*授 業 の初 日に,全 コース 終 了後 に 何 が 分か る よ うに な ってい るか,

学 習 者 に 話 して お くこ と。

*否 定 的 な 言 動 を 避 け る こ と。 学 習 者 の潜 在 的 な学 習 能 力 に配 慮 を 示

す こ と。

*次 の授 業 に期 待 を 持 た せ る こ と。rあ した は,便 利 で覚 え や す い …

の テ クニ ッ クに つ い て 勉 強 します 。 では,ま た あ した 」 な ど と言 うこ

とD

*教 室 を 楽 しい 雰 囲 気 に して お く こ と。

*学 習者 の問 違 い は,学 習 者 の個 性 に 合わ せ て直 す こ と。 あ る者 に は

す ぐに,か つ 直 接 に,あ る者 に は そ れ とな くとい う よ うに。

*授 業 用 の プ リ ン トは,や わ らか い 色調 の紙 で作 る こ と。 学 習 者 が教

室 に 出 入 りす る際 に は,音 楽 を か け る こ と。

*学 習 者 の習 得 と動 機 づ け に責 任 を 持 つ こ と。 換 れ らの潜 在 的 な学 習

能 力 を 引 き出す こ とを,楽 し く,か つ や りが い の あ る こ とで あ る と認
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識 す る こ と。目

この他 に,特 定 の教 授 法 や 特 定 の クラス運 営 方 式 忙 固 執 せ ず,学 習 者 や

同僚 の教 師 か らの ウ ィー ドバ ッ クに よ って 自己 の や り方 を 客 観 視 し,授 業

進 度 や 教 授 法 を 変 更 す る こ とに つ い て柔 軟 性 を 保 つ よ うに 示 唆 して あ る。

この よ うに,くLIND>の 教 育 姿 勢 に は,サ ジ ェ ス トペ デ ィアを 教 授法 の 中

心 に 据 え なが ら,そ の他 の教 授 法 ・教 育 思 想 に つ い て も柔 軟 に取 り入 れ て

い こ うとい うと と ろが 見 られ る。 この点 で 見 逃 せ ない の が,〈UND>`で は,.

TPR(参 考 文 例(2)pp,100-111)を か な りの程 度 取 り入 れ て い る とい うと

とで あ る。 配 布 され た 資 料 で も,B4判 の2ぺ 』 ジ を 割 い て,TPRの

r命 令 法 に よる 語 彙 。文 法 項 目の導 入 ・練 習」 に つ い て 解 説 を 加 え て い

る。 この うちか ら,「 導 入 ・練 習 順序 の模 範 例 」 の と こ ろ を,以 下 に 必 要

な 限 りで 簡略 化 して 引 用 す る。

1)教 師 が簡 単 な 命令 を 出 し,学 習 者 と ともに そ の 命 令 を 実 行 す る。

2)教 師 は座 った ま ま で命 令 を 出 し,学 習 者 に そ の 命 令 を 実 行 させ る。

3)学 習 者 に 命 令 を 出 させ て,教 師 が そ の命 令 を 実 行 す る。

4)学 習 者を ペ ア に・して,互 いに 命 令 を出 した りそ れ を実 行 させ た りす

るD

5)目 教 師 がい くつ か の命 令 を続 け て 出 し,合 図 と と も に学 習 者 に 一度 に

実 行 ざせ るづ

6)学 習 者 に チ ー ムを組 ませ.上 の 練 習 を競 争で ゃ ら せ る。

7)r… が … す る よ うに 言 った」 の形式 で命 令 を 出す 。

8〉r… が … で あ る'こと を … に伝 え よ」 の形 式 で 学 習 者 同士 に命 令 を 出

させ る。.

こめ目「模 範 例」 は レ・」 見,・典 型的 なTPRに 見 え るが,も し そ うで あ れ

ば,3),4),8)な どの練 習 は と め順 序 に は入 っ て こ な い は ず で あ る 。

TPRそ ほ,目学 習 者 の ほ うか ら命 令 を 出せ る よ うに な るに は,そ の学 習 者

が 心 理 的 に抵 抗 な目ぐ発 話 の 準 備 が で ぎ でい る必 要 が あ る と考 え られ てい る
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の だ が,そ うい う心 理 的 準 備(readinessofproduction)が で ぎ る の は

聴解 力 が・十分 に っ い てか ら,上 のr模 範 例」 でい え ば,1),2),5),6),7)・

が十 分 に 練 習 され た 後 に な るは ず だ か らで あ る、 一 方,サ ジ ェス トペ デ ィ

アで は,発 話 力 の 開 発 を聴 解 力 の熟 成 まで差 し控 え る とい う考 え は な い 。

こ うい うと ころ か ら見 て,<LIND>に お け るTPRは,サ ジ ェス トペ デ ィ

ア の枠 組 に取 り込 まれ た形 に な ってい る とい って差 しつ か え な い で あ ろ

う。

私 の考 えで は,〈LIND>に お け る よ うなサ ジ ェス トペ デ ィア とTPRの

併 用 は,望 ま しい 効果 を生 む もの と期 待 で きる。TPRで 発 話 力 の 開 発 を

遅 らせ る の は,強 制的 な発 話 練 習 が 学 習 者 に誤 りへ の不 安 と正 しい 発 音 に

向 け て の緊 張 感 を催 させ るた め で あ り,そ の よ うな 心 珪 状 態 が 自発 的 な学

習 を 阻 害 す る恐 れ が あ るた め で あ る。 この よ うな,極 度 に緊 張 した 心 理 状

態 は,サ ジ ェ ス トペ デ ィア が正 し く応 用 され て い る ク ラス で は取 り除 か れ

る可 能性 が 高 い 。 こ の点 で,サ ジ ェス トペ デ ィア の 授 業 で1よ,発 話 力 の開

発 を 後 回 しに す る こ と な くTPRの,語 彙 ・文 法項 目の 意味 理 解 に対 す る

効 果 を 利 用 す る こ とが で き るの で あ る、目この ような 効 果 は,サ ジ ェズ トペ

デ ィアの 側 に も有 利 で あ る.と い う のは,サ ジ ェス トペ デ ィア の教 授 者 の

中 に は,時 と して語 彙 ・文 法項 目の意 味 理 解 に 対 ・して あ ま りに 楽観 的 な態

度を 示 す 者 が あ る か らで あ るo確 か に,・語 彙 や 文法 の 上 で 学 習 者 の母 語 と

類 似 点 の 多 い言 語 を教 え る場 合 に は,同 じぺ 一 ジ に学 習者 り 母 語 に よる対

訳 の つい た サ ジ ェス トペ デ ィア の教 材 だ けで 十 分 か も しれ ない 。 しか し,

学 習 者 の母 語 と類 似 点 の 少 ない 言 語 が対 象言 語 で あ る と き は,「 導 入 」 や

r練 習」 に際 して学 習 項 目の意 味 理 解 を確 実 な ら しめ るた め にTPRの 併

用 は有 効 で あ ろ う。 ワー クシ ョ ップ当 日,シ ュ ミ ッ ト博 士 は ドイ ツ語 の モ

デ ル 授 業 を 行 った が,そ の際,学 習 者 に 自分 の体 を 触 らせ なが ら身 体 部 位

の 名 称 を 導 入 した り,時 制 や条 件 法 の導 入 に パ ン トマ イ ムを使 うア イ デ ィ

アを 示 した り した 。 これ らが,TPRか ら ヒ ン トを得 た テ ク ニ ッ クで あ る
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こ とは 明 らか で あ る。 サ ジ ェス トペ デ ィア とTPRの 併 用 の割 合 に つい て,

シ ュ ミ ッ ト博 士 はrそ れ ぞ れ70%,30%」 と表 現 した が,外 国語 学 習 にお

け る語 彙 ・文 法 項 目の 意 味 理 解 の重 要 性 を 考 え る と,こ の割 合 を五 分 五 分

と見 て も さほ ど見 当 違 い で は ない だ ろ う。

今 回 の ワー クシ ョ ッ プは,サ ジ ェス トペ デ ィア の実 践 例 を 知 る と ともに,

異 な る教 授 法 の併 用 の可 能性 につ い て の 知 見 が得 られ て お おい に参 考 に な

った 。 再 び この よ うな情 報 を得 る機 会 を 望む と ともに,自 ら も さ ま ざ まな

教 授 法 の 長 所 を 取 り入 れ た授 業 の実 践 を こ ころ が け よ うと 思 う 次 第 で あ

る。
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以 下 に 挙 げ てお く。
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(Das Wetter ist schdn.
Die Sonne scheint.
Vor einer Hbhle.)

Wieland-Eatschuldigen Sie,
Herr Professor.
Guten Tag.
Ich heiBe Heidi Wieland.

Prof.
Walter- Ah, guten Tag, FrSulein

Wieland.
Es freut mich sehr.

Wieland-Frau.
Walter- Ach, ja, Frau Wieland.

Sie sind Journalistin,
nicht wahr?

Wieland-Ja, richtig.
Ein schoner Tag, nicht
wahr?
Die Luft ist herrlich.
Sie ist frisch and rein.

Walter- 7a, das stimmt.
Wieland-Nur nosh eine Minute.

Ich bin sehr gespannt.
Walter- Ich ouch.

Es sind viele Leute hier
heute.

Wieland-Schauen Sie!
Da ist er.
Er kommt jetzt heraus.
(JeH Raimey kommt aus
der Hohle heraus.
Er hebt die Hand.
Alle glauben, er mbchte
sprechen.
Er will aber nur die Augen
schiitzen.
Die Sonne scheint.
Er schaut herum.
Er interessiert rich beson-
ders fiir die Blumen.)

Wieland-Er spricht aber nicht.
Ich werde ihm helfen.

Walter- Nein, lassen Sie ihn in Ruhe.

(Ein Vogel singt.
JeH hurt den Vogel zu.
Er hebt den Kopf.
Seine Augen sind halb zu.)

JeH- Oh!
Walter- Horen Sie zu! Er spricht.

The weather is beautiful
The sun is shining.
In front of a cave.
Excuse me.

Good day.
My name is Heidi Wieland.

Oh, good day, Miss.
Wieland
Pleased to meet you.
Mrs.
Oh, yes, Mrs. Wieland
You are a journalist,
aren't you?
Yes, right.
A beautiful, day, isn't it?

The air is wondeAul.
It's fresh and pure.
Yes, that's right.
One more minute.
I'm very impatient.
So am I.
There are a lot of people here
today.
Look!
There he is.
He's coming out.
(JaH Raimey comes out of the
cave.
He raises his hand.
Everyone believes, he wants
to speak.
But he only wants to protect
hie eyes (from the sun).
The sun is shining.
He looks around.
He's especially interested in
the flowers.)
But he a not speaking.
I'll help him.
Non, leave him is peace.
(A bird sings.
Jeff listens to the bird.
He raises his head.
His eyes are half closed.)
Oh!
Listen. He's speaking.
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〕=直 訳 卜 日木 語 で は省 略 され る場 合 が多 い

〉=ド イ ツ語 に は な いが 日本 語 と して 加 えた 方 が 自然 な表 現 に な る場合
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D_ie Ankunft

Im Flugzeug.

Es ist elf Uhr morgens.

Das Flugzeug fliegt

durch die Wolken.

Sie sind rosa und golden.

Und da kommt die Sonne!

壁

機内にて

午前11時 〔だ〕

飛行機は

雲の中を飛行中

く雲 は>ピ γ クや金色〔だ〕

そ こに太陽 があらわれる!

Dame- Fräulein, einen Kaffee, bitte.

Stewardess-Einen kaffee, für die

gnädige Frau.
Mit Milch oder ohne Milch?

Dame-

Stew.-

Junge-

Stew.

Mit Milch, bitte,

Mit Milch, gut.

Und Sie, junger Mann?

Was möchten Sie trinken?

Bringen Sie mir, bitte,

eine Tasse Tee.

Mit Zitrone.

Vielen Dank.

Sehr schön.
(sie geht)

Mit Zitrone.

婦 人一 〔お じ ⊥ うさん 〕,ゴ ー ヒ ーを一 ば

.い,お 願 い し ます

ス チ ュ ワー デスー お 客様

コー ヒー で すね

ミル クを入 れ ます か 〔入 れ ませ ん

か 〕?

婦 一 ミル'クを入 れ て下 さ い。

ス ー<ミ ル クテ ィー>で す ね 〈か しこ 重

りま した>

そ れ か ら,そ ち ら 〔の 若 い 男性 〕

は?

お 飲 物 は何 か よろ しい で すか?

青年 一 ぼ くに は,す み ませ ん が

紅 茶 を一 ぱ い下 さい 。

〈レモ ソテ ィHを 〉.

〔ど うもあ り が と 与〕=〈 お願 い し

ます 〉

スー 〔とて も結 構 〕=〈 か し こ ま りま し

た>(〔 彼 女〕立 ち去 る)

一 一2

Iunge-

(Die Dame sieht aus dem
Fenster. Sie lächelt.)
Sie fliegen ¢um ersten Mal

nach Wien, nicht wahr?

(〔例 の〕婦人は窓 の外 をなが めている。

〔彼女は〕ほほ笑む)目

青一 ウ ィーンにい らっしゃるのは

初 めてですね?

一
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